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１．背景
横浜市立大学が初習外国語1として授業を開講しているフランス語科目
についてはこれまで海外派遣プログラムが提供されていなかったが、フラ
ンス語圏への派遣プログラムの開拓については、かねてより学生から要望
が寄せられてきた。平成25年度に実施した本学の学生生活アンケートの
結果2によると、「今後、新たに設けてほしい／増やしてほしい留学先につ
いて教えてください。（複数回答可）」という設問に対し、英語圏（42.0%）
への希望が最も多いものの、次いでスペイン語圏（7.4%）、およびフラン
ス語圏（6.1%）が挙げられており、こうしたフランス語圏への派遣プログ
ラムを要望する声が確実に存在する以上、プログラムの開拓は急務の課題
となっていた。
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本学が提供する初習外国語科目には、中国語、韓国・朝鮮語、ドイツ語、フランス
語があり、平成26年度よりスペイン語が新たに加わった。これら５つの語種のうち、
中国語、韓国・朝鮮語、ドイツ語についてはすでに長期／短期の学生海外派遣プロ
グラムが提供されている。
「平成25年度学生生活アンケート調査報告書」http://www.yokohama-cu.ac.jp/life/
voice/result_enquet2013.pdf
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出典：「平成25年度学生生活アンケート調査報告書」36頁、学部学生の回答
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２．プログラム実施まで
2.1　パイロットプログラムの選定
フランス語圏への学生海外派遣プログラムを新規開拓するため、平成25
年度後期にパリにおいて海外フィールドワーク3を実施している間に、引
率教員である筆者がパリの高等教育機関2カ所を訪問し、協定の可能性に
ついて調査を行った。今回のプログラム派遣先となったソルボンヌ言語文
明講座（Cours de Civilisation Française de la Sorbonne）4については平成
26年2月に訪問し、現地を視察したうえで担当者と面会した。ソルボンヌ
言語文明講座の提供する夏期講座のうち、８月に行われる「週25時間集中
講座」を派遣対象プログラムに選定し、語学講座の内容・授業体系とレベ
ル設定・1クラスあたりの学生数・日本人学生の比率・学習環境・立地な
どを総合的に判断した結果、本学の派遣プログラム先として適当であると
して、各種会議を経て平成26年度にパイロットプログラムとして実施する
ことに決定し、派遣先との交渉を直ちに開始した。
2.2　日程の調整
ただし、本学の学事日程との兼ね合いにより、プログラムの参加日程に
ついて考慮する必要があった。当該の集中講座は8月1日に開始して8月
29日に終了するが、本学の前期補講期間が終了するのが8月5日（平成26
年度）であったため、学生が渡航するのは8月6日とし、現地での授業に
参加するのは8月7日からとなった。そのため、受講できない期間（クラ
ス分けテストと講座開始4日分の授業）については本学で補講を行うこと
とした。その具体的な内容については後述する。
「海外フィールドワーク支援プログラム」。横浜市立大学が、国際的な視野を持った
人材を育成することを目的に、海外での実践的な教育活動を支援するために行って
いるプログラム。平成25年度には約300人の学生がプログラムに参加した。
機関の名称はCours de Civilisation Française de la Sorbonne（ソルボンヌ文明講座）、
提供する語学講座の名称はCours de Langue et Civilisation Française（ソルボンヌ
言語文明講座）であるが、本稿ではいずれも「ソルボンヌ言語文明講座」に統一する。
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2.3　交渉と宿舎の選定
交渉については、ソルボンヌ言語文明講座とは学務・教務課国際学務が
担当し、ソルボンヌ言語文明講座から紹介された宿舎とは、英語でのやり
とりが不可能であったためフランス語科目担当の筆者が担当した。今回新
たにプログラムを立ち上げたためさまざまな問題に遭遇したが、なかでも
交渉の途中でソルボンヌ言語文明講座の担当者、また宿舎の担当者がそれ
ぞれバカンスのため不在となり、仕事を引き継いだ担当者との間で必ずし
もスムーズにやりとりが進まないという事態があった。十分な余裕を持っ
て学生にプログラムを周知し公募を行うためにも、今後は夏期期間の担当
者不在の可能性を考慮に入れて早めにやりとりを開始し進めておくことが
必要であるとわかった。
2.4　アナウンス
8月初旬出発の日程に対し、初年度である平成26年度は学生にプログラ
ムのアナウンスを開始したのが4月中旬、応募締切が同月末、書類と面接
による選考・選考結果発表・第１回オリエンテーションが5月中旬と、プ
ログラム告知から選考まで時間的な余裕が十分にとれなかったことは否め
ない。その点を少しでも補完するため、プログラムのアナウンスをフラン
ス語各科目の授業内で行うことで、プログラム周知の徹底を図った。
2.5　応募
応募者14名のうち2名の辞退があり、最終的に12名が派遣されることに
決定したが、12名全員に対して2度のオリエンテーション・クラス分けテ
スト・補講を実施した。クラス分けテストについては、本来であれば語学
講座の開始直前にソルボンヌ言語文明講座において受けることになってい
る。しかし、2月に訪問した際に取り決めたとおり、クラス分けテストは
本学において筆者監督のもとで行い、その結果をソルボンヌ言語文明講座
に送った。クラス分けテストの結果については、語学講座が開始する前日
にようやく国際学務担当に通知があり、6段階にレベル分けされた開講ク
ラスのうち、（以下、初級から中級の順で）A1-02クラスに1名、A1-01ク
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ラスに5名、A2-02クラスに1名、A2-01クラスに1名、B1-02クラスに4名
という振り分けになったことがわかった。この時点では、ひとつのクラス
に日本人学生が集中しすぎるという事態は避けられたように思えた。5
2.6　補講
補講については、8月1、4、5日の3日間にわたり行った。現地のプログ
ラムでは1日の授業が2コマ（1コマ2時間）＋音声ラボでの授業1コマ（1
時間）であり、それに相当する授業時間数をできる限り保証するため、1
日につき5時間（9 ～ 12時と13時～ 15時）の補講を行った。ただし、フ
ランス語科目担当の専任教員として筆者一人で対応せざるを得なかった
こともあり、レベルの混在する12名の学生に対して1クラスとして授業を
行ったこと、また補講の直前まで授業の内容を把握できなかったことが問
題点として挙げられる。補講の内容については、ソルボンヌ言語文明講座
の各クラスの授業内容6をできるだけフォローしたいと考えて、それぞれ
の担任の連絡先を教えてもらえるように担当者に頼んでおいたのだが、実
際に各担任と連絡が取れて教材や授業進度などがわかったのは8月3日で
あった。来年度以降については補講の内容をより的確かつ綿密に準備でき
ると考えているが、今年度はこうした点で限界があったことは否めない。
３．プログラムの概要
今回学生を派遣したのは「ソルボンヌ言語文明講座 夏期講座（Cours 
1クラスにおける学生数と日本人学生の比率については、現地視察時に次のように
確認済みであった。1クラスあたりの学生数は20 ～ 25名。2013年8月の夏期集中講
座では、1クラスあたり平均16人。外国語としてのフランス語教授資格および経験
のある専任教員がクラスを担当し、文法・語彙・作文・口頭表現などを段階的に習
得する。授業体系とレベルはヨーロッパ共通参照枠（A1 ～ C2）に準じて設定され
ている。クラスにおける日本人学生の比率は高くなく、2013年8月の夏期集中講座
では、全学生124人のうち日本人学生は2名のみであった。
授業内容や使用する教材についてソルボンヌ言語文明講座の担当者に確認したとこ
ろ、通年授業では教材が定められているが、夏期集中講座については、教材の選択
は各担任に任されているとのことであった。教材を指定して学生に購入させる教員
もいれば、印刷教材を配布する教員もいる。どのような教材を使用したかは帰国後
の学生アンケートに示されているので今後の参考にしたい。
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de Langue et Civilisation Française de la Sorbonne, Cours d’été）」のうち、
８月に行われる「週25時間集中講座（Cours intensif 25h. par semaine）E 
050」で、概要は以下のとおりである。
・授業時間：週25時間（1日5時間）の授業。内訳は、フランス語の授業
20時間＋音声学の授業5時間。
※授業はパリ14区にある校舎で行われる。
・期間：平成26年8月7日（木）～ 8月29日（金）
※本来は8月1日に開始する講座。学生の渡航は本学の前期補講期間終了
後となるため、クラス分けテストおよび受講できない講座開始4日分の
授業を補完するため、本学において補講を8月1、4、5日の3日間にわた
り行った。
・費用：授業料 €1,090＋宿舎 €6197
※航空券（諸税・燃油代込み合計で約20万円）・保険等を合わせて、概ね
50万円程度の自己負担となる。
※後援会加入者については、後援会からひとり4.5万円の助成金が支給さ
れる。
・宿舎：ソルボンヌ言語文明講座の宿舎受付課により斡旋された学生寮
「ジェローム・ルジュンヌ（Résidence Jérôme Lejeune）」。パリの15区
にあり、語学講座の校舎も徒歩圏内（徒歩で約30分、地下鉄を使うと約
20分）にある。夏期休暇期間以外は看護学生の寮として使われている。
４．ソルボンヌ言語文明講座について　―学生アンケートの分析結果から
ソルボンヌ言語文明講座8について、その沿革を略述しておきたい。
日本円に換算すると、授業料は約15万円、宿舎は約8万5千円（2014年8月現在）。
沿革についてはソルボンヌ言語文明講座HPより抜粋。詳しくは次のHPを参照され
たい。http://www.ccfs-sorbonne.fr
（英語版はhttp://www.ccfs-sorbonne.fr/?lang=en）
また現地視察時に、校舎が改築されたばかりで学習環境が整っていること、各教室
に電子黒板が備え付けられ、音声ラボ、コンピュータールーム、図書室、自習室な
どの設備があることを確認した。
7
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1919年、パリ大学友の会（La Société des Amis des Universités de Paris, 
1899年設立）がソルボンヌ言語文明講座を創設。その後長らくソルボンヌ
大学付属語学学校としての位置づけであったが、2009年に公益財団として
認定され、パリ大学友の会の後身であるロベール・ド・ソルボン財団（La 
Fondation Robert de Sorbon）が運営している。現在は大学付属の語学学
校という位置づけではないが、パリ大学区長が副会長を務め、執行部はソ
ルボンヌ大学内に設置されているなど、ソルボンヌ大学との関わりは認め
られる。
講座の概要は上記３に示したとおりだが、ここからは帰国後に実施した
学生へのアンケート結果をもとに、いくつかの設問に限定してより具体的
に見ていきたい。アンケートは本プログラムの効果を検証することを目的
に、国際学務担当者と筆者が作成し、9月中旬に参加者12名全員に対して
記名式で行ったものである。
4.1　授業の内容について
「設問７．授業の内容について」に対し、【A.とても満足している　B.お
おむね満足している　C.どちらともいえない　D.やや不満である　E.とて
も不満である】の選択肢のうち、【A.とても満足している】が7名、【B.お
おむね満足している】が5名（選択肢C/D/Eはそれぞれ0名）であった。
12名全員が授業の内容には満足したという結果である。自由記述欄の回答
をまとめると次のようになる。
・すべてフランス語であったことや、外国人と一緒に授業を受けたことな
ど、日本の授業とは違うスタイルを経験できた
・リスニングとスピーキングの力がついた
・音楽や映画を使ったり詩を学習するなど、フランス語だけでなくフラン
ス文化にも触れることができた
他にも、中級クラスでは文法中心に授業が行われた、毎日宿題が多くて大
変だったが担任が丁寧に添削をしてくれた、ディクテーションの小テスト
等を頻繁にやってくれたので自分の成長を知ることができてよかったなど
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の意見がみられた。
4.2　音声ラボでの授業について
この集中講座の特徴として、フランス語の授業に加えて音声ラボでの発
音矯正レッスンがある。「設問１０．音声ラボでの授業について」に対し、
【A.とても満足している】が8名、【B.おおむね満足している】が2名、【C.ど
ちらともいえない】が2名（選択肢D/Eはそれぞれ0名）であった。大多
数は「正しい発音を身につけるため、発音だけに向き合える良い時間であっ
たと思う」、「フランス語の発音の勉強をこれだけ詳しくやったのは初めて
ですごく良かった」「自分の発音もマイクを通して聞けて、発音練習に集
中することができた」などの意見であったが、「上達の実感がない」とい
う意見も若干ではあるがみられた。
4.3　クラスの人数と学生の国籍について
アンケートの結果から、1クラスの人数は16 ～ 18名であったことがわ
かった。また学生の国籍については、一例としてB1レベルの1クラスを見
ると、【イギリス、イタリア、スペイン、アメリカ、デンマーク、ロシア、
ハンガリー、ブラジル、台湾、中国、韓国、日本】（順不同）となっており、
事前の現地視察の際に確認したとおり、さまざまな国籍の学生たちと共に
学べる環境となっていたようである。ただし今回のプログラムではA1レ
ベルの1クラスにおいて、クラスの学生16名のうち本学派遣の日本人学生
が7名を占めるという状態が結果的に生じた。これは、クラス分けテスト
では5名であったものが、上位クラスに振り分けられていた2名の学生が
それぞれ下位クラスへの変更を希望し、結果的に、空席が残っていたこの
クラスに配属されたためである。海外研修先の語学講座で日本人学生が固
まってしまう状況はできるだけ避けたいことであり、アンケートにもそう
いった指摘があった。しかしながら留学先に日本人が多いという状況は珍
しくない。そのような状況で、学生ひとりひとりが何を心がけてどのよう
に動けば、さまざまな国籍のクラスメートたちとより多くの交流をもつこ
とにつながっていくのか。できることはあるはずで、これについては報告
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会においても今後の派遣前オリエンテーションにおいても学生とともに考
えていきたい。
4.4　宿舎について
次に、宿舎として12名全員が滞在した「ジェローム・ルジュンヌ」につ
いて。今回学生が滞在したのはトイレ・シャワー・洗面台付きの個室で、
共用設備としてキッチン、ラウンジ、洗濯機・乾燥機などが備わっていた。
受付などの対応について聞いたアンケートの設問では、スタッフはみなと
ても親切だったという意見が大多数である。ただし英語が通じなかったと
いう点については、たしかに詳細な情報が必要になる入居直後には障害と
なったかもしれない。しかしながら英語が通じないことをマイナス要点と
してのみ捉えず、「丁寧に何度も教えて」くれたことや「分かりやすくゆっ
くりしゃべって」くれたことを含めて「フランス語の実践」の場として前
向きに対処したという意見がいくつか見られ、そうした態度は今後の報告
会などで積極的に伝えてもらいたいと思っている。また宿舎での生活につ
いて全般的に聞いた設問17では、【A.とても満足している】が6名、【B.お
おむね満足している】が6名（選択肢C/D/Eはそれぞれ0名）で、12名全
員が満足したという結果であった。自由記述欄では特に、安全さ・快適さ
（トイレとシャワー付きの個室）・清潔さ（毎日の清掃）・生活上の便利さ（近
くにパン屋とスーパーがある）に加えて、共用キッチンなどでさまざまな
国からの留学生たちと交流ができたことが良かった点として挙げられてい
る。不満として挙げられたのは宿舎の防音対策についてで、上下階や隣室
からの音漏れ、建物外からの騒音に悩まされたという意見が約半数の学生
から寄せられた。
５．研修に参加した学生の学びと変化
約3週間の語学研修を通じて学生は何を学びどのように変わったか、こ
の点について、フランス語学習に対する動機と、その他、身についたと感
じられるスキルについて尋ねた。「設問18．プログラム参加後のフランス
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語学習に対する動機（モチベーション）について」では、【A.とても向上
した　B.少し向上した　C.どちらともいえない　D.あまり向上していない　
E.全く向上していない】の選択肢のうち、【A. とても向上した】が9名、【B. 
少し向上した】が3名（選択肢C/D/Eはそれぞれ0名）であった。なかで
も、学習言語であるフランス語をフランスで学ぶという体験を通じて「日
本にいると、フランス語を使う機会が少なく今まではそれを勉強する意欲
が強いとは、言えなかった。けれども、プログラムに参加してから、フラ
ンスの魅力に触れまた行ってみたいと考えている。そのため、フランス語
を真面目に勉強すると決めている」という意見、また「プログラムを通して、
他の国のフランス語を勉強している人に出会い、彼らの勉強に対する意欲
などにとても刺激をうけた」、「アジア以外の国の人と会ったのは初めてで、
みんな会話能力があったことが刺激になり、もっといろんな人と話したい
と思い会話力に対するモチベーションができた」など、さまざまな国から
の留学生に出会い彼らのモチベーションの高さを感じたことで、同じ言語
を学ぶ学習者として刺激を受けた様子がうかがえる。
その他、今回の語学研修を通じて感じたことや、特に身についたと感じ
られるスキルについて自由記述してもらったが、「日本とフランス（海外）
の学校での授業の濃さ、生徒の参加態度に大きな差を感じた。クラスメー
トから『授業を最大限に生かそう』というパワーを感じた」、「人見知りを
することなく会話をし、発言できるようになった」、「わからなくても発言
することを恐れない、いい意味で遠慮をしないといった、何事にも常に積
極的に参加するという姿勢が身についたと思う」など、前向きに、そして
積極的にコミュニケーションをはかっていこうという意欲が感じられる。
６．今後に向けて
6.1　参加日程について
今回のプログラムについて、まず改善すべき点として多くの意見が寄せ
られたのが、現地講座への参加日程である。半数の学生から「やはり最初
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の1週間の授業に参加できなかったのは残念だった。予想どおりすでにク
ラスでは仲間ができており、一緒に行った大学の仲間で過ごすことが多く
なった」、「プログラムに最初から参加できるようにしていただきたかった
です。やはり、最初の数日間出られないと、その期間の授業内容が分から
ないだけでなく、すでにできているクラスの雰囲気、グループに入ってい
くのも大変でした」、「プログラムは極力全部参加できるほうが良い。最初
の一週間でやっとフランスに慣れて…。ということだったので正直とても
もったいないと感じました」などのダイレクトな意見が寄せられた。
6.2　補講について
それに関連して、本学で行った補講についてもさまざまな意見が寄せら
れた。補講について聞いた設問では、【A.とても役立った　B.少し役立っ
た　C.どちらともいえない　D.あまり役に立たなかった　E.全く役に立た
なかった】の選択肢のうち、【A.とても役立った】が6名、【B.少し役立っ
た】が5名、【D.あまり役に立たなかった】が1名（選択肢C/Eはそれぞれ
0名）であった。自由記述欄では、「補講による準備がなければ、現地でスター
トしてから混乱して、授業についていけなかったと思う」、「この期間にプ
ログラム参加者と仲良くなれた」などの肯定的な意見があった反面、「現
地の授業が会話や聞き取り中心だったので補講もそのような内容であれば
より良かった」、「レベルが低かった」などの意見が挙げられた。この点に
ついては、補講のクラスをレベル別に分けて開講する、あるいは可能であ
れば複数の教員が複数の補講クラスを開講するなどの解決策が考えられる
だろう。さらに、補講授業の内容と実施体制について再検討するだけでな
く、補講を実施する意義そのものについても、派遣時期と合わせて改めて
検討すべきだと考えられる。一案として、派遣学生の前期科目の履修状況
を鑑みたうえで、補講期間に履修科目の補講のない学生については現地プ
ログラムに初日から参加できる日程での渡航を認め、そうでない学生に対
してのみ今年度と同様に本学でのフランス語の補講を提供するといった対
応が考えられるのではないだろうか。
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6.3　アナウンスについて
平成26年度に初めてパイロットとして実施した今回の海外派遣プログ
ラムでは、プログラムの告知から募集締切までの期間が短かったことも改
善点である。次年度以降はこのプログラムを本学の正規学生海外派遣プロ
グラムとして継続して実施できるように、プログラム作成途上で気づいた
点やアンケートで派遣学生から寄せられた意見を十分に反映し、今後のプ
ログラムの改善を図っていきたい。
最後に、今回のフランス語圏への学生海外派遣プログラムの実現に向け
て尽力してくださった学務・教務課国際学務担当の方々に心よりお礼を申
し上げたい。また、初めてのプログラムに参加し、多様な経験を経て無事
に帰国した12名の学生にも改めて感謝したい。これまでの授業でどちらか
といえばおとなしいと思っていた学生が、今回の夏期フランス語研修を経
て、後期の授業ではより積極的に生き生きと、楽しんでフランス語を学ぼ
うという態度を自然に見せてくれたことには教員として教えられることが
多かった。短期語学研修ではあるがこうした機会が彼らに何らかの気づき
を与え、フランス語学習に対する内発的動機づけの形成につながったと感
じられること、またアンケートの結果にもみられるように、世界の多様性
に対する意識が彼らの内に芽生えたと感じられたことは非常に感慨深く、
大きな喜びであった。
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